
高等学校保健体育指導案   

 

期   日：令和○年○月○日（○）授業発表Ⅰ 

場   所：○○高等学校  

指導学級： 年 級（  名） 

指 導 者：○○ ○○ 

 

1. 単元名  体育理論「豊かなスポーツライフの設計の仕方」 

         （ライフスタイルに応じたスポーツとの関わり方） 

 

2. 単元の目標 

(1) 豊かなスポーツライフの設計の仕方について理解できるようにする。（知識） 

(2) 豊かなスポーツライフの設計の仕方について、課題を発見し、よりよい解決に向けて思考
し判断するとともに、他者に伝えることができるようにする。（思考力・判断力・表現力等） 

(3) 豊かなスポーツライフの設計の仕方についての学習に主体的に取り組むことができるよう
にする。（学びに向かう力・人間性等） 

  

3. 単元の評価規準 

  

知 識 

 

思考力、判断力、表現力等 

 

主体的に学習に取り組む態度 

単
元
の
評
価
規
準 

豊かなスポーツライフの設計の仕方について
理解している。 

 

豊かなスポーツライ
フの設計の仕方につ
いて、課題を発見し、
よりよい解決に向け
て思考し判断すると
ともに、他者に伝え
ている。 

豊かなスポーツラ
イフの設計の仕方
についての学習に
主体的に取り組も
うとしている。 

 
 
 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①スポーツは、各ライフステージにおける身
体的、心理的社会的特徴に応じた多様な楽
しみ方があること。また、その楽しみ方は、
個人のスポーツに対する欲求などによって
も変化することについて理解したことを発
表したり、記述したりしている。 

②生涯にわたってスポーツを継続するために
は、ライフスタイルに応じたスポーツとの
関わり方を見つけること、仕事と生活との
調和を図ること、運動の機会を生み出す工
夫をすることなどが必要であることについ
て理解したことを発表したり、記述したり
している。 

③スポーツの推進は、さまざまな施策や組織、
人々の支援や参画によって支えられている
ことについて理解したことを発表したり、
記述したりしている。 

④人生に潤いをもたらす貴重な文化的資源と
して、スポーツを未来に継承するためには、
スポーツの可能性と問題点を踏まえて適切
な「する、みる、支える、知る」などの関
わりが求められることについて理解したこ
とを発表したり、記述したりしている。 

 

①ライフスタイルに
応じたスポーツと
の関わり方につい
て、自己や自己を
取り巻く環境の変
化を予測し、自己
や社会についての
課題を発見してい
る。 

②豊かなスポーツラ
イフが広がる未来
の社会について、
これまでの学習し
たことを基に、将
来の自己のスポー
ツへの関わりにつ
いての提案を言葉
や文章などを通し
て他者に伝えてい
る。 

①豊かなスポーツ
ライフの設計の
仕方についての
学習に、主体的
に取り組もうと
している。 

 



 

 

4. 単元について 

 (1)教材観 

  本単元は、各ライフステージ（生涯の各段階）やライフスタイル（生き方や暮らし方）に応

じたスポーツへのかかわり方の特徴や条件があることや、それらの特徴や条件に応じて無理な

くスポーツを継続するための計画を立てること、生涯スポーツの実践を支える環境を確保する

ためのスポーツの振興に向けた施策や条件、スポーツの実践など多様な関わり方を実現する際

に適切な関わり方が求められていることなどを理解できるようにする必要がある。これらの学

習は、卒業後においても自分に適した生涯にわたる豊かなスポーツライフを設計する契機とな

ることが期待できる。 

  この授業では、体育理論を通して、生徒がスポーツを継続することや、スポーツに対する学

習意欲が向上できるよう、卒業後は現在と比較してスポーツをする機会や頻度が減ることを学

ばせ、その改善策を考えさせることをねらいとした。またスポーツに関する様々な職業を紹介

することにより、スポーツへのかかわり方は多種多様であることを理解させることにより、ス

ポーツにかかわって生きていく意欲を高め、卒業後も豊かなスポーツライフを送ることができ

るように配慮したい。 

 

(2)生徒観 

・ 全体的に落ち着きがあり、学習にも意欲的に取り組むことができる。明るく元気な生徒も

多く、特に運動部活動の男子生徒は積極的に意見などを発表する生徒が多くいる。 

・ 一方で、１，２年時には体育実技の授業に比べて体育理論への学習意欲は低く、必要性を

強く感じている生徒が多いとは言えない状況であった。 

 

 (3)指導観 

・ 体育理論の授業は卒業後の生活と直結しており、スポーツを継続していくために必要な知

識を習得できる場である。そのため、学習内容の確実な定着を図りたいと考えているため、

以下の点について留意し指導を進めていきたい。 

・ 説明では視聴覚教材や映像資料を用いて、伝えたい内容が印象深くなるように工夫を行う。 

・ 生徒に当事者意識をもってもらうために、発問を実際の生活につないで考えさせるような

内容にする。 

・ 説明を聞くことで終わることがないよう、適宜発問を行うこと、書く活動やグループでの

話し合い活動などの言語活動の場を設定することにより、生徒の学習意欲を引き出し、学

習課題の確実な定着を目指す。 

・ なるべく発言の機会を作るため、グループディスカッションの形態を用いる。互いの考え

を自由に出し合い異なった考えに触れることによって考えが深められるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. 指導の評価と計画 

 第１時 第２時 第３時（本時） 

 ライフステージにおける

スポーツの楽しみ方① 

ライフスタイルに応じたス

ポーツとの関わり方① 

ライフスタイルに応じたス

ポーツとの関わり方② 

  

○スポーツには、ライフス

テージごとに、身体的特

徴、心理的特徴、社会的

特徴に応じた多様の楽

しみ方があること。 

○各ライフステージにお

けるスポーツの楽しみ

方は、個人のスポーツ経

験や学習によって育ま

れたスポーツに対する

欲求や考え方、健康や体

力を求める必要性や個

人の健康目標などによ

って変化するものであ

ること。 

 

 

○生涯にわたって「する、

みる、支える、知る」な

どのスポーツを多様に継

続するためには、ライフ

ステージに応じたスポー

ツの楽しみ方を見付ける

ことに加え、それぞれの

生き方や暮らし方といっ

たライフスタイルに応じ

た無理のないスポーツへ

の関わり方が大切である

こと。 

 

○ライフステージやライフ

スタイルによっては、仕事

の種類や暮らし方によっ

て運動に関わる機会が減

少することもあるため、仕

事と生活の調和を図るこ

と、運動の機会を生み出す

工夫をすること、多様な関

わり方を実現するための

具体的な設計の仕方があ

ること。 

 

１．加齢によって起こる

「体の変化」について

考える。 

２．年齢や生活に応じて、

多様なスポーツライフ

があるか整理する。 

３．自分のこれまでのスポ 

ーツライフを振り返り 

、これからのスポーツ 

ライフについて考えて 

みる。 

４．スポーツはライフステ

ージおける多様な楽し

み方があり、個人の欲

求などによって変化す

ることを理解する。  

 

 

１．自分の家族のスポーツ 

の関わり方を整理す 

る。 

２．自分と同年代と親の運

動強度について比較を

する。 

３．運動強度・量などの違

いやその理由について

整理する。 

４．運動に親しんできた者

とそうでない者どちら

でも継続できる簡単な

運動例について整理す

る。 

 

 

１．社会の環境の変化を予測

し、スポーツと関わる上で

の自己や社会についての

課題を発見する。 

２．環境の変化によるスポー

ツへの多様な関わり方の

具体例についてまとめ、グ

ループ内で発表する。 

３．卒業後における自己のス

ポーツとの関わり方につ

いて計画し、周りの友人と

意見交換を行う。 

４．多様なスポーツとの関わ

り方について整理する。 

 

評
価
機
会
等 

 

知 ①【ワークシート・観察】 ②【ワークシート・観察】 ②【ワークシート・観察】 

思 
 

 ①【ワークシート】 

主    

 

主 

な

学 

習

内

容 

・ 

学

習

活

動 



 第４時 第５時 第６時 

 スポーツ推進のための施

策と諸条件 

豊かなスポーツライフが広

がる未来の社会① 

豊かなスポーツライフが広

がる未来の社会② 

  

○国や地方自治体は、スポ

ーツの推進のために

様々な施策を行ってお

り、人や財源、施設や用

具、情報などを人々に提

供するなどの条件整備

を行っていること、ま

た、スポーツの推進を支

援するために、企業や競

技者の社会貢献、スポー

ツボランティアや非営

利組織（ＮＰＯ）がみら

れるようになっている

こと。 

 

 

○スポーツを、人生に潤いを

もたらす貴重な文化的財

産として未来に継承する

ためには、スポーツには健

康で生き生きとした生活

をもたらしたり、様々な

人々とつながったりする

などの可能性がある反面、

過度な運動による健康へ

の悪影響や勝利を優先す

るあまり、人間関係を悪化

させるなどの問題点があ

ることを理解すること。 

 

○人生に潤いをもたらす適

切な関わり方を継続する

ためには、「する」だけで

なく、豊かなスポーツラ

イフを実現するための

「みる」、「支える」、「知

る」などの卒業後のスポ

ーツへの多様な関わり方

を構想したり、設計した

りすることが重要である

ことを理解すること。 

 

１．スポーツへの関心がよ

り一層高まった東京オ

リンピックについて振

り返る。 

２．スポーツに関する法律

を紹介し日本のスポー

ツ振興と関連して整理

する。 

３．アスリートによるスポ

ーツの振興について整

理する。 

４．総合型地域スポーツク

ラブについて仕組みな

どを整理する。 

 

１．自分自身のスポーツへの

関わり方の計画を振り返

り、整理する。 

２．スポーツを継続する際の

問題点などを整理する。 

３．これまでの自分自身のス

ポーツへの関わり方を振

り返り、健康や人間関係の

影響についてまとめる。 

４．周りの友人たちと将来の

自分のスポーツライフへ

の関わりについて発表し

意見交換を行う。 

 

１．人生の中にスポーツと

の関わりを持つことの重

要性を振り返り、整理す

る。 

２．「する」だけでなく、「見

る」「支える」「知る」の

それぞれの視点でのスポ

ーツとのかかわり方を整

理する。 

３．豊かなスポーツライフ

を実現するための多様な

関わり方について設計す

る。 

４．自分が設計したスポー

ツライフについてグルー

プ内で発表・意見交換を

行う。 

評
価
機
会
等 

 

知 ③【ワークシート・観察】 ④【ワークシート・観察】 ④【ワークシート・観察】 

思  ②【ワークシート】  

主   ①【観察】 

 

 

 

主 

な

学 

習

内

容 

・ 

学

習

活

動 



6. 本時の目標 

・ 生涯にわたってスポーツを継続するためには、ライフスタイルに応じたスポーツとの関 

わり方を見つけること、仕事と生活との調和を図ること、運動の機会を生み出す工夫をす 

ることなどが必要であることについて理解したことを発表したり、記述したりしている。 

（知識） 

・ ライフスタイルに応じたスポーツとの関わり方について、自己や自己を取り巻く環境の

変化を予測し、自己や社会についての課題を発見することができるようにする。 

（思考力・判断力・表現力等） 

 

7． 学習指導過程 

時間 主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価 

導入 

5 分 

 

 

 

 

展開 

40 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

５分 

①本時の説明 

・本時の学習内容について理解する。 

 

②高校卒業後の自分の生活スタイル

について考える。 

 

③これからの環境の変化に対して、自

己のスポーツへの関わり方につい

て考え、ワークシートに記入する。 

 

 

 

 

 

・グループ内で発表する。 

・周囲との意見を比較する。 

 

④卒業後における自己のスポーツと

の関わりについて計画し、ワークシ

ートに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

・問題点と改善策をまとめ、グループ

内で発表、意見交換を行う。 

 

⑤ライフスタイルに応じた多様なス

ポーツとの関わり方について整理

する。 

 

⑥次時の予告を聞き・学習の見通しを

立てる。 

○出欠の確認を行う。 

○本時の学習内容及びねらいを説明する。 

 

○自己や自己を取り巻くの環境の変化を予測さ

せる。 

 

○先輩の生活リズムの事例を参考に自分自身の

卒業後の余暇時間について具体的な予想を立

てられるようにする。 

 

◆ライフスタイルに応じたスポーツとの関わり

方について、自己や自己を取り巻く環境の変化

を予測し、自己や社会についての課題を発見す

ることができるようにする。（思考力、判断力、

表現力等） 

 

 

○スポーツを継続するために、自身の生活に応じ 

て、より具体的な計画を立てる必要性があるこ

とを助言する。 

 

◆生涯にわたってスポーツを継続するためには、
ライフスタイルに応じたスポーツとの関わり
方を見つけること、仕事と生活との調和を図る
こと、運動の機会を生み出す工夫をすることな
どが必要であることについて理解したことを
発表したり、記述したりしている。（知識） 

 

○「今日の課題が達成出来るようなアドバイスを

送ろう。」など、声かけを行う。 

 

○生涯にわたってスポーツを継続することの大

切さについて理解させる。 

 

これからの卒業後の環境の変化を

予測し、スポーツを継続する方法

を考えてみよう。 

卒業後のライフスタイルに応じた

スポーツとの関わり方について計

画を立てよう。 


